
1．監督者の指示があるまでは、問題を見ないこと。

2．問題は声を出して読まないこと。

3．問題は23ページ、1 、2 、3 、4 の4問から成っており、解答すべき箇所は46

箇所ある。

4．問題や解答用紙に落丁、乱丁、汚損あるいは印刷不鮮明の箇所などがあれば、手

をあげて監督者に申し出ること。ただし内容に関する質問は受けつけない。

5．解答はマーク式と記述式（2箇所）がある。解答は必ず黒色鉛筆を使用し、マー

ク式の場合は解答用紙の所定解答欄の記号にマークすること。

6．訂正箇所は、消しゴムで完全に消すこと。

7．解答に関係のない符号（？ など）は記入しないこと。

8．解答用紙を折ったり汚したりしないこと。
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1 次の文を読んで以下の設問に答えなさい。

中国の黄河流域では、前5千年紀に彩文土器（彩陶）を特色とする仰韶文化、

前3千年紀に黒色磨研土器（黒陶）を特色とする竜山文化が栄えた。その後、黄

河中・下流域では ① と呼ばれる小規模な集落が形成されるようになり、

有力な ① を中心に連合するようになった。前16世紀頃には殷王朝が成立

し、この殷後期の遺跡である殷墟からは、王墓や宮殿の跡、甲骨文字が刻まれた

獣骨などが発掘された。前11世紀頃になると、渭水流域におこった周が殷を倒し

た。周王は、一族・功臣や有力氏族の首長に封土を与えて世襲の諸侯とし、軍役

と貢納を課した。王や諸侯に従う卿・大夫・士などの家臣にも封土が与えられ、

軍役と貢納が課された。前8世紀になると、西北方面の異民族が周の都

② を攻略し、周は東方に遷都した。これ以降、
⑴
春秋・戦国時代と呼ばれ

る分裂と抗争の時代が続いた。

前221年、秦王の政が中国を統一し、「皇帝」の称号を初めて用いた（
⑵
始皇帝）。

始皇帝は中央集権化を進め、度量衡や文字の統一などをはかり、陵墓の造営など

の大土木事業を行った。急激な統一政策や土木事業の負担によって人々は苦しみ、

始皇帝の死後に反乱が起こって秦は統一後15年で滅亡した。農民出身の劉邦は、

楚の名門出身の ③ を破り、前202年に皇帝に即位して漢（前漢）を建て

た。高祖（劉邦）は長安を都とし、秦の制度を継承した。その後、朝廷が諸侯勢

力の削減をはかると、前154年に呉楚七国の乱が起こった。この反乱は平定され、

武帝の時代には中央集権的な支配体制が確立された。また、武帝の時代には

Ⓐ の献策によって儒学が官学とされた。武帝の死後、宦官と外戚が勢力

を争い、後8年には外戚の王莽が帝位を奪い、 ④ を建てた。周代を理想

とした王莽が非現実的な政策を行ったため各地で反乱が起こり、この国は23年に

崩壊した。25年には漢の一族である
⑶
劉秀（光武帝）が漢を再興した（後漢）。2

世紀中頃になると、宦官と外戚の争いや、宦官と官僚の対立が激化し、中央の政

治は乱れた。184年に太平道の指導者 ⑤ が黄巾の乱を起こすと各地に軍

事集団が割拠するようになり、220年に後漢は滅亡した。

漢代には、儒学の主要な経典として
⑷
五経が定められ、

⑸
経典の字句解釈が重視さ
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れた。また、王朝の正統化のために紀伝体の歴史書が編纂され、以後の正史の基

本的な形が整えられた。

設問1 文中の空欄 Ⓐ にあてはまる人物名を漢字で書きなさい。

設問2 文中の空欄 ① ～ ⑤ にあてはまる語句を以下の語群から

選びなさい。

〔語群〕

① ア 藩部 イ 草市

ウ 邑 エ 鎮

② ア 洛邑 イ 鎬京

ウ 咸陽 エ 洛陽

③ ア 劉備 イ 孫権

ウ 曹丕 エ 項羽

④ ア 新 イ 斉

ウ 梁 エ 陳

⑤ ア 張儀 イ 張角

ウ 張陵 エ 甘英

設問3 下線部⑴に関する記述として、誤っているものを以下の中から選びなさ

い。

ア 春秋時代の有力諸侯は覇者と呼ばれ、周王の権威を尊重した。

イ 戦国時代には戦国の七雄と呼ばれる強国が分立し、周王を無視して王

と称した。

ウ 春秋・戦国時代には、鉄製農具や牛耕が普及して農業生産力が高まり、

商工業が発展して交子などの紙幣が用いられるようになった。

エ 諸子百家と総称される思想家が登場し、墨家の祖である墨子は無差別

の愛である兼愛を説いた。
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設問4 下線部⑵に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア 郡県制と封建制を併用する郡国制を全国に施行した。

イ 文字の獄と呼ばれる思想統制を行った。

ウ 衛氏朝鮮を滅ぼし、楽浪郡など朝鮮4郡を設置した。

エ 各国別にあった防壁を修築し、匈奴の侵入に対抗した。

設問5 下線部⑶に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア 倭人の使者に「漢委奴国王」の金印を授けた。

イ 邪馬台国の使節に銅鏡などを授けた。

ウ 大月氏と同盟するため、張騫を西域に派遣した。

エ 仏典を得るため、僧をクシャーナ朝に派遣した。

設問6 下線部⑷として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア 『論語』 イ 『楚辞』

ウ 『礼記』 エ 『文選』

設問7 下線部⑸に関して、経典の字句解釈を重視する学問とその学問を大成し

た後漢の儒学者の組み合わせとして、正しいものを以下の中から選びなさ

い。

ア 訓詁学 ― 鄭玄

イ 訓詁学 ― 周敦頤

ウ 考証学 ― 鄭玄

エ 考証学 ― 周敦頤
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2 次の文を読んで以下の設問に答えなさい。

紅海は古代よりヨーロッパ、アフリカ、アジアを結ぶ、海上交通の要所だった。

1世紀中頃にギリシア人によって著されたとされる『エリュトゥラー海案内記』

は、すでに紅海からインド洋にかけて東西貿易が盛んであったことを伝えている。

3世紀から6世紀にかけて、紅海南部はアラビア半島南西部にまで勢力を伸ばし

ていたアフリカの ① の勢力下にあったが、
⑴
ササン朝のホスロー1世はア

ラビア半島に攻め入ってそれを退けると、一時期は紅海の南北端を支配下に収め

た。

だが、ササン朝がビザンツ帝国との対立を激化させるなかで、紅海の覇権はア

ラブ・イスラーム勢力に委ねられることになった。ムハンマドの死後、アラブ軍

はビザンツ軍、ペルシア軍を撃破し、ついにはササン朝を崩壊に導いた。さらに

ウマイヤ朝が成立すると、インド北西部から北アフリカにいたるまで版図を広げ、

イベリア半島の ② をも滅ぼした。

⑵
イスラーム世界が広がるにともなって、イスラーム商人は海洋貿易に進出する

ようになる。特に10世紀以降は、ペルシア湾ルートよりも紅海ルートが好まれる

ようになった。さらに10世紀後半には、ファーティマ朝がエジプトを征服し
⑶
カイ

ロを建設したことで、紅海ルートは海上交易の主軸となった。ファーティマ朝は

初めて
⑷
メッカを含むアラビア半島の紅海沿岸地域を支配したエジプトの王朝であ

り、紅海を通るイスラーム商人を保護した。 ③ によってファーティマ朝

が滅ぼされた後、アイユーブ朝やマムルーク朝においても商人保護は継続された。

紅海を経由するイスラーム商人の活動圏は、アフリカから東南アジア、中国に

まで及び、各地でイスラーム化が進んだ。14世紀には、モロッコに生まれた

④ がこうしたイスラーム交易圏を旅行し、それを
⑸
『旅行記』（『三大陸周

遊記』）と呼ばれる書物にまとめている。ただし、東南アジアで本格的にイスラ

ーム化が進むのは、タイの勢力を退けるため、 ⑤ の支配階級がイスラー

ム教に改宗し、イスラーム商人との関係を強化した15世紀半ば以降のことである。

これを機に、イスラームはジャワやフィリピンへと広まることとなった。

紅海貿易は15世紀末に喜望峰ルートが開発されると徐々に衰えていったが、19
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世紀後半に
⑹
スエズ運河が完成すると、再び紅海は政治的・経済的な重要性を取り

戻した。ヨーロッパ列強による帝国主義的対立の中心となったのである。

設問1 文中の空欄 ① ～ ⑤ にあてはまる語句を以下の語群から

選びなさい。

〔語群〕

① ア アクスム王国 イ ガーナ王国

ウ チャンパー エ メロエ王国

② ア ヴァンダル王国 イ 西ゴート王国

ウ ブルグンド王国 エ ランゴバルド王国

③ ア ガザン＝ハン

イ サラディン（サラーフ＝アッディーン）

ウ ニザーム＝アルムルク

エ フラグ

④ ア イブン＝シーナー イ イブン＝バットゥータ

ウ イブン＝ルシュド エ ウマル＝ハイヤーム

⑤ ア アチェ王国 イ マジャパヒト王国

ウ マタラム王国 エ マラッカ（ムラカ）王国
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設問2 下線部⑴に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア 三位一体説を唱えたネストリウス派は、エフェソス公会議で異端とさ

れたが、ササン朝やインド、中国にまで伝わった。

イ ゾロアスター教はササン朝では弾圧されたが、地中海や中央アジア、

中国へと伝わり、初期キリスト教最大の教父であるアウグスティヌスも

若き日に信奉していた。

ウ ササン朝では工芸美術の優れた作品が多く生まれた。法隆寺所蔵の獅

子狩文錦、正倉院所蔵の漆胡瓶には、その影響が見られる。

エ ササン朝の国教であるマニ教は、善神アフラ＝マズダと悪神アーリマ

ンの善悪二元論の教義を持ち、唐代中国では祆教として広まった。

設問3 下線部⑵に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア ウマイヤ朝では、すべての信者は平等であるという『コーラン』の教

えにしたがい、イラン人を中心とした新改宗者もアラブ人と同等に政府

の要職に就くことができた。

イ アリーの子孫のみをイスラーム共同体の指導者と考えるシーア派のな

かでも、最大宗派である十二イマーム派は16世紀にサファヴィー朝の国

家宗教とされた。

ウ 当初はユダヤ教徒、キリスト教徒のみに課されていた人頭税であるハ

ラージュは、正統カリフ時代以降、征服地のすべての異教徒に課される

ようになった。

エ ウマイヤ朝はタラス河畔の戦いで唐軍に勝利した。その際、唐の捕虜

を通じて製紙法が伝えられ、サマルカンドやバグダードに製紙場が作ら

れた。
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設問4 下線部⑶に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア カイロに設立されたアズハル学院では、当初スンナ派の教義が教えら

れていたが、アイユーブ朝以降はシーア派の最高学府となった。

イ カイロを首都としたアイユーブ朝では、征服地から取り立てた租税を

俸給・年金として官僚や軍人に支給するというイクター制が導入された。

ウ アイユーブ朝・マムルーク朝の時代、カイロ周辺のナイル川流域では

サトウキビが栽培され、砂糖が輸出された。

エ 1943年11月、フランクリン＝ローズヴェルト、チャーチル、スターリ

ンはカイロで会談し、日本の無条件降伏と降伏後の領土について方針を

決定した。

設問5 下線部⑷に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア ムハンマドはメッカ商人の迫害から逃れるために、メッカの約300キ

ロメートル南方にあるメディナに移住した。

イ 永楽帝の命を受けて南海諸国遠征を行った鄭和はイスラーム教徒であ

り、その艦隊の一部はメッカに達したこともある。

ウ オスマン帝国のスレイマン1世はマムルーク朝を滅ぼすと、メッカ、

メディナの保護者としての地位を得た。

エ ムハンマドがメッカを征服し、多神教の神殿であったカーバをイスラ

ーム教の聖殿と定めた出来事はヒジュラと呼ばれる。
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設問6 下線部⑸に関して、次の3つの文章は『旅行記』（『三大陸周遊記』）の

一節である。文中の空所Ｘ・Ｙ・Ｚに入る都市は後の地図に示した①～⑦

のどれにあたるか、正しい組み合わせを選択肢の中から選びなさい。（な

お資料中の［ ］は訳者、〔 〕は問題作成者による補足である。また一

部表記・表現を改めた。）

われわれはこの島で一夜を過ごし、さらに船に乗って（ Ｘ ）の町

に航海した。（ Ｘ ）は、海岸に沿った規模の大きな町で、そこの住

民の多くは漆黒の〔ような肌をもつ〕ザンジュ人たちである。（中略）

スファーラの町は（ Ｘ ）の町から半月行程のところにあり、さらに

スファーラとライム人たちの国に属するユーフィーまでは1ヵ月の距

離があって、ユーフィーからは金地金がスファーラに運ばれるとのこ

とである。

（ Ｘ ）の町は、諸都市のなかでも最も華麗な町の一つであり、最

も完璧な造りである。（中略）彼らは、［周囲を］ザンジュの異教徒た

ちと隣接する孤立の地にあるために、聖戦の民である。そして、彼ら

の大部分は［イスラームの］信仰に忠実な善行に勤しむ人たちであり、

〔スンナ派の〕シャーフィイー派法学に従っている。

私がそこに到着した当時、（ Ｘ ）のスルタンは、アブー・アルム
あだ な

ザッファル・ハサン、渾名をアブー・アルマワーヒブとも呼ばれた。

それは、彼が多くの寄進行為と寛仁なる性格の持ち主であったため

［に付けられた名前］である。（中略）

〔スルタンがある時、修行者に衣服を与えたことがあった。〕後に彼

の王位の継承者となったスルタンの子息は、修行者から〔衣服の入っ

た〕その布包みを受け取ると、その代わりに彼に奴隷10人を与えた。

しかも、そうしたことで一般の人々がスルタンに対して深い感謝の念

を抱いているとの報告がなされると、彼は再びその修行者に10人の奴

隷と2荷の象牙を与えるように命じた。なお、彼らの贈与品の多くは、

象牙であって、金貨で与えることは少ない。

（『大旅行記3』、イブン・ジュザイイ編、家島彦一訳注、平凡社、1998年）
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さて、われわれはジュルファッタンからダフ・ファッタンに向かっ

た。ダフ・ファッタンは入江に沿った規模の大きな町で、多くの農園

がある。農園にはココ椰子、胡椒、キンマ〔コショウ科のつる植物〕

や檳榔子〔ビンロウジ、ヤシ科の植物〕［などの樹木］が植えられ、

里芋が豊富にある。（中略）

その後、われわれはそこ〔ダフ・ファッタン南方のファンダライナ

ー〕を出発して、（ Ｙ ）の町に旅した。そこは、ムライバール〔マ

ラバル〕地方にある大港市の一つで、シナ、ジャーワ、スィーラーン

〔セイロン〕とマハルの人々、イエメンとファールスの人々がそこを

目指し、町には遠方の各地から来た商人たちが集まるので、その寄港

地は、世界の中でも最大の寄港地の一つである。（中略）

われわれ［の船］がその寄港地に停泊していたが、その頃、港には

13艘のシナの船団が来ていた。（中略）われわれは、シナに向けて出

帆する時期を待って、3ヵ月の間ずっと、異教徒の客となっていた。

シナの海では、シナの船団によらなければ、決して航海できないから

である。（中略）

シナへ出発する時期になった時、［（ Ｙ ）の］君主サーマリーは

（ Ｙ ）港に停泊中の13艘のジュンク〔ジャンク〕船団のなかから一

艘をわれわれに用意してくれた。

（『大旅行記6』、イブン・ジュザイイ編、家島彦一訳注、平凡社、2001年）

わが故郷のタンジャ〔タンジール〕に着くと、私は母の墓に詣で、

そしてサブタの町に向かった。私は、そこに数ヵ月滞在していたが、

3ヵ月の間、病気に罹った。その後、［幸いにも］神が私をお許しに

なられた（神の御加護により無事に健康を回復することができた）の

で、私の［神から授けられた］運命は［異教徒のキリスト教徒に対す

る］聖戦と辺境防衛である、と思った。そこで、私はサブタからアス

ィーラー人の所有する小舟に乗って船出し、アンダルス地方に着いた。

（中略）
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さて私がアンダルスの地方で実際に見た最初の土地は、ジャバル・

アルファトフ（征服の山）であった。（中略）

ジャバル・アルファトフは、他ならぬ偶像を崇拝する輩たちの喉の

異物となって、相手を窒息させるような、まさにイスラムの守りの砦

であり、（中略）アンダルスの人々に心より和平の甘美を味わわすこ

とのできる境界の場である。（中略）

〔その後、旅を続けてバッラシュに達した。〕次に、私はそこからア

ンダルス地方の主邑〔首都〕、諸都市のなかの花嫁、（ Ｚ ）の町に向

かった。その町の郊外［地区］は、世に比べるもののないほどの規模

をもち、40マイルの距離にも及ぶ。有名なシャンニール川をはじめと

してたくさんの河川が横切り、果樹園、庭園、牧場、宮殿、葡萄園

［など］が（ Ｚ ）をすべての方向から取り囲んでいる。（中略）

私が（ Ｚ ）に入った当時の（ Ｚ ）の王は、スルタン＝アブー・

アルワリード・イスマーイール・ブン・ファラジュ・ブン・イスマー

イール・ブン・ユースフ・ブン・ナスルの子息スルタン＝アブー・ア

ルハッジャージュ・ユースフであった。

（『大旅行記7』、イブン・ジュザイイ編、家島彦一訳注、平凡社、2002年）
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③
②

⑤

⑥
①

④
⑦

ア Ｘ－① Ｙ－⑤ Ｚ－③

イ Ｘ－① Ｙ－⑥ Ｚ－②

ウ Ｘ－④ Ｙ－⑤ Ｚ－③

エ Ｘ－④ Ｙ－⑥ Ｚ－②

オ Ｘ－⑦ Ｙ－⑤ Ｚ－③

カ Ｘ－⑦ Ｙ－⑥ Ｚ－②

設問7 下線部⑹に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア オスマン帝国治下のエジプトでイギリス人外交官レセップスにより建

設され、スエズ運河株式会社の株式はイギリス政府とオスマン帝国とが

所有した。

イ イギリス首相グラッドストンはロスチャイルド家の支援を受けて、エ

ジプト総督所有のスエズ運河会社株を購入し、会社の支配権を握った。

ウ 英仏の干渉に反抗して武装蜂起したウラービーの民族運動はイギリス

によって鎮圧され、その結果、イギリスはスエズ運河地帯駐屯権を得た。

エ ナセルの国有化宣言がきっかけとなり、イギリス・フランス・アメリ

カ合衆国とエジプトの間で戦争が生じたが、国連で即時停戦が決議され、

すぐに停戦した。
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3 次の文を読んで以下の設問に答えなさい。

2020年、イギリスの港町ブリストルにおいて、
⑴
黒人奴隷貿易などで財を成した

商人エドワード＝コルストンの銅像が
⑵
人種差別（人種主義）反対を訴えるデモ参

加者によって引き倒された。コルストンは17世紀末ごろに活躍し、ブリストルの

発展に貢献したとされる名士である。しかし、近年、「ブラック・ライブズ・マ

ター（BLM）」運動など人種差別反対運動の活発化にともなって、3世紀前の商

人コルストンの評価が見直されたのである。2020年には、アメリカ合衆国でも、

アメリカ連合国時代の首都 ① にあったリー将軍の銅像の撤去が州政府に

よって決定され議論を呼んでいる。

アフリカ大陸から大西洋をたどるルートで奴隷船に積み込まれた黒人奴隷の総

数は、19世紀後半までで1000万人以上にのぼると推計されている。そのうち1割

以上が目的地に着くまでに亡くなった。奴隷船内の劣悪な衛生環境による病死だ

けでなく、逃亡、絶望にかられた自死や輸送途中での反乱の結果によるものもあ

った。

奴隷貿易の主な目的地は時期によって異なっていた。17世紀前半まで最も奴隷

が荷揚げされたのは
⑶
スペイン領南北アメリカとブラジルである。17世紀後半から

は、イギリス領やフランス領のカリブ海植民地へ運ばれる黒人奴隷の数が増加し、

19世紀に入ると激減する。

18世紀において黒人奴隷貿易の中心であったイギリスでは、世紀末になると奴

隷貿易廃止運動が活発になり、1807年には奴隷貿易廃止が実現した。ただし、奴

隷貿易廃止は植民地での奴隷制廃止を意味したわけではない。イギリスで奴隷制

廃止が定められるのは1833年のことで、
⑷
一連の重要な改革がおこなわれた時代だ

った。イギリスが奴隷制廃止に至るためには、国内の政治動向に加えて、イギリ

ス領ジャマイカでの奴隷反乱が重要な意味をもった。

フランス領植民地ではどうだったろうか。1791年、サン＝ドマングで生じた黒

人反乱は、奴隷制廃止だけでなく世界史上初の黒人共和国 Ⓐ の成立に帰

結した点で重要である。サン＝ドマングでは黒人奴隷制のもとサトウキビ＝プラ

ンテーション経営が盛んで、フランス本国に莫大な富がもたらされていた。反乱
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は1789年に人権宣言を発したフランス革命に呼応するものだった。1793年、フラ

ンスは
⑸
第1回対仏大同盟を結成したヨーロッパ諸国と戦争となった。当時、サン

＝ドマングでも隣接地域を植民地支配していたスペインとの間で戦闘がおこなわ

れた。人権宣言発布後も奴隷制を維持していたフランスは、サン＝ドマングにお

いて人口50万のうち9割以上を占める黒人を植民地防衛に組み込む必要があった。

こうした状況下、1794年に ② は奴隷解放宣言を決議する。反乱の指導者

だったトゥサン＝ルヴェルチュールは、1801年、ナポレオン＝ボナパルトから将

軍に任命され、スペイン軍を撃退した。しかし、フランスは1802年に奴隷制を再

び認め、トゥサン＝ルヴェルチュールをフランスに連行した。トゥサン＝ルヴェ

ルチュールは1803年に獄死する。サン＝ドマングではその後も黒人反乱が続き、

1804年に独立が達成された。こうした一連の出来事は、イギリスでの奴隷貿易廃

止運動に大きな影響を与えた。フランスでの奴隷制廃止は、第二共和政を成立さ

せた ③ までまたなければならない。

アメリカ合衆国では1808年に奴隷貿易が廃止された。アメリカ合衆国の場合、

州ごとに奴隷制の是非が決められていたため、奴隷制廃止はイギリスやフランス

より複雑である。1787年制定のアメリカ合衆国憲法は奴隷の存在を前提として記

述されている。北部諸州では1804年までに奴隷制が廃止されたが、南部では維持

された。リンカン大統領は、南北戦争中の ④ 年、奴隷解放宣言を発した。

奴隷制廃止は、南北戦争における北軍の勝利後、憲法修正第13条によってアメリ

カ合衆国全土で実現された。

黒人奴隷制は、19世紀を通して、ブラジルや旧スペイン領の独立国あるいはわ

ずかに残されたスペイン領においても徐々に廃止されていく。そのため、黒人奴

隷に替わる労働力として、インドや中国からの移民（クーリー・苦力）が南北ア

メリカ各地のプランテーションに導入されることになった。その労働条件は劣悪

で、奴隷的な扱いを受けて多くの死者を出した。そのため、
⑹
清朝はキューバやペ

ルーにおいて中国人移民の状況を調査し、奴隷的だとして1874年にクーリー貿易

を禁止した。

設問1 文中の空欄 Ⓐ にあてはまる国名を書きなさい。
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設問2 文中の空欄 ① ～ ④ にあてはまる語句や数字を以下の語

群から選びなさい。

〔語群〕

① ア ニューオーリンズ イ ゲティスバーグ

ウ ヨークタウン エ リッチモンド

② ア 立法議会 イ 国民議会

ウ 国民公会 エ 三部会

③ ア 二月革命 イ 三月革命

ウ 七月革命 エ 十月革命

④ ア 1836 イ 1848

ウ 1863 エ 1869

設問3 下線部⑴に関する記述として、誤っているものを以下の中から選びなさ

い。

ア 黒人奴隷は、ポルトガルやイギリス、フランスの植民地軍がそれぞれ

のアフリカ植民地において武力で獲得した。

イ 黒人奴隷をスペイン領アメリカに運んだのは、スペインからアシエン

トを獲得した外国の商人だった。

ウ 奴隷貿易の中心地として三角貿易の一角であったイギリスでは、黒人

も暮らすようになっていた。

エ 黒人奴隷貿易がその一辺を形成していた三角貿易は、ヨーロッパに富

をもたらしただけでなく、ヨーロッパ人の消費生活を変えた。
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設問4 下線部⑵に関する記述として、誤っているものを以下の中から選びなさ

い。

ア 南北戦争後、アメリカ合衆国南部諸州では黒人への差別待遇がおこな

われ、一部の白人は秘密結社を組織して非合法的な手段で黒人を迫害し

た。

イ 1960年代、アメリカ合衆国では公民権法が制定され、投票や教育での

人種差別が禁止された。

ウ アフリカ民族会議（ANC）の指導者であったマンデラは、南アフリ

カ共和国大統領に選出されてアパルトヘイト関連諸法を撤廃した。

エ 有色人種排斥を唱える白豪主義を国是としていたオーストラリアでは、

1970年代まで白人以外の移民が制限されていた。

＊16



設問5 下線部⑶に関連して、次の問いに答えなさい。

① スペイン領南北アメリカおよびブラジルに関する以下の出来事の順番

として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ａ ピサロらがインカ帝国を滅ぼした。

ｂ コルテスらがアステカ王国を滅ぼした。

ｃ ポトシ銀山が発見された。

ｄ カブラルがブラジルに到達した。

ア ａ→ｂ→ｃ→ｄ イ ａ→ｄ→ｂ→ｃ

ウ ｂ→ａ→ｃ→ｄ エ ｂ→ｃ→ａ→ｄ

オ ｄ→ｂ→ａ→ｃ カ ｄ→ａ→ｂ→ｃ

② 19世紀において奴隷貿易の主要な目的地となったのは、再びスペイン

領南北アメリカとブラジルである。19世紀のスペイン領とブラジルに関

する記述として、誤っているものを以下の中から選びなさい。

ア プエルトリコはスペイン領だったが、19世紀末にアメリカ合衆国領

となった。

イ アメリカ＝スペイン（米西）戦争は、スペイン領キューバの独立運

動をアメリカ合衆国が支援したことで勃発した。

ウ アメリカ合衆国は、19世紀前半にフロリダとテキサスをスペインか

ら獲得した。

エ ブラジルは、ポルトガルの王子が皇帝となって帝国として独立した。
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設問6 下線部⑷に関する記述として、誤っているものを以下の中から選びなさ

い。

ア 人民憲章を掲げたチャーティスト運動の結果、団結禁止法が廃止され、

労働組合の結成が認められるようになった。

イ 審査法が廃止され、さらにカトリック教徒解放法が成立したことで、

公職就任における宗教的差別が撤廃された。

ウ ホイッグ党内閣のもと、第1回選挙法改正がおこなわれて中産階級が

参政権を獲得した。

エ 工場法が成立し労働条件が整備され、年少者の労働が規制された。

設問7 下線部⑸に関する記述として、誤っているものを以下の中から選びなさ

い。

ア この同盟の結成は、ルイ16世が処刑された後のことだった。

イ この同盟の結成は、イギリスのピット首相の呼びかけによるものだっ

た。

ウ ナポレオン＝ボナパルトは、イタリア遠征においてこの同盟に勝利し

た。

エ この同盟は、イギリスがアミアンの和約を結んだために崩壊した。

設問8 下線部⑹の19世紀における対外関係に関する記述として、誤っているも

のを以下の中から選びなさい。

ア 朝貢体制が見直され、対外交渉を管轄する総理各国事務衙門（総理衙

門）が作られた。

イ イギリス、アメリカ合衆国、フランスと結ばれた南京条約により、香

港がイギリス直轄領とされたほか、広州に加え厦門など5港が開かれた。

ウ 日清間では、日清修好条規が結ばれたほか、清と日本の両属体制にあ

った琉球を日本が領有し、清への朝貢を断絶させた。

エ 太平天国の乱では、常勝軍を率いたゴードンら外国勢力が清軍の側で

戦った。
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4 次の文を読んで以下の設問に答えなさい。

ユグノー戦争中の1589年、 ① が断絶し、ユグノーの指導者であったア

ンリ4世がブルボン朝を開いた。アンリ4世はカトリックに改宗し、1598年に
⑴
ナ

ントの王令（勅令）を発布してユグノー戦争を終結させた。ルイ13世の時代には、

宰相 ② が王権の強化をはかり、ハプスブルク家に対抗するため三十年戦

争に介入した。この戦争の講和条約であるウェストファリア条約でフランスは

③ などを獲得した。

1661年にはルイ14世が親政を開始し、フランス絶対王政の最盛期をむかえた。

ルイ14世が財務総監に任命した ④ は、フランス東インド会社を再建し、

産業の育成につとめた。また、ルイ14世はパリ郊外にヴェルサイユ宮殿を建造し、

貴族や芸術家を集めて華やかな宮廷生活を営んだ。ヨーロッパ諸国はこれを模倣

し、フランスは
⑵
ヨーロッパの文化の中心となった。軍制改革を行って常備軍を整

えたルイ14世は、自然国境説を口実として侵略戦争を度々起こした。ルイ14世は

1700年に孫をフェリペ5世としてスペイン王位につけ、スペイン＝ブルボン朝が

開かれた。翌年にはこれに反発する諸国との間にスペイン継承戦争が始まり、

1713年の
⑶
ユトレヒト条約によってフランスとスペインが合同しないことを条件と

してブルボン家のスペイン王位継承が各国に承認された。

ルイ16世の時代になると、アメリカ独立戦争への参戦などによって国家財政が

危機的状況に陥った。1789年には
⑷
フランス革命が勃発し、革命の最中にルイ16世

は処刑された。

その後、ナポレオンが皇帝に即位してヨーロッパのほぼ全域を支配したが、

⑸
1814年にナポレオンが退位に追い込まれると、ルイ16世の弟であるルイ18世が亡

命先から帰国してフランス王に即位した。同年からは、フランス革命以来の混乱

を収拾するため
⑹
ウィーン会議が開催され、フランスやスペインでブルボン朝が復

活した。ブルボン復古王政期の国王は反動政治を強化したため、1830年には革命

が起こり、オルレアン家のルイ＝フィリップが国王にむかえられた。

一方、スペイン＝ブルボン朝は、
⑺
ナポレオンの兄ジョゼフがスペイン王となっ
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たことや、スペイン革命、 ⑤ による独裁などによって幾度か中断した。

⑤ の死後、フアン＝カルロス1世が即位してスペイン＝ブルボン朝が復

活し、今日のフェリペ6世にいたる。

設問1 文中の空欄 ① ～ ⑤ にあてはまる語句を以下の語群から

選びなさい。

〔語群〕

① ア ヴァロワ朝 イ ハノーヴァー朝

ウ カペー朝 エ メロヴィング朝

② ア ヴォルテール イ リシュリュー

ウ マザラン エ カヴール

③ ア シュレジエン イ ケープ植民地

ウ 西ポンメルン エ アルザス

④ ア テュルゴー イ ネッケル

ウ コルベール エ ケネー

⑤ ア ムッソリーニ イ チャウシェスク

ウ ピウスツキ エ フランコ
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設問2 下線部⑴に関して、次の年表に示したａ～ｄの時期のうち、ナントの王

令（勅令）が廃止された時期として、正しいものを以下の中から選びなさ

い。

ａ

1614年 三部会が開催された。（～15年）

ｂ

1672年 オランダ戦争が起こった。（～78年）

ｃ

1740年 オーストリア継承戦争が起こった。（～48年）

ｄ

ア ａ イ ｂ ウ ｃ エ ｄ

設問3 下線部⑵に関する記述として、誤っているものを以下の中から選びなさ

い。

ア フランスの悲劇作家のモリエールは、古典主義の演劇を確立した。

イ フランスではアカデミー＝フランセーズが創設され、フランス語の研

究・統一がはかられた。

ウ バッハやヘンデルがバロック音楽を大成した。

エ プロイセンのフリードリヒ2世（大王）は、ロココ様式のサンスーシ

宮殿をポツダムに建設した。

設問4 下線部⑶によってフランスがイギリスに割譲した地として、正しいもの

を以下の中から選びなさい。

ア ルイジアナ イ ニューファンドランド

ウ ジブラルタル エ ケベック
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設問5 下線部⑷に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア フランス革命期の貴族は、長ズボンを着用していたことから、「サン

キュロット」（半ズボンなし）と呼ばれた。

イ 第三身分出身のシェイエスは『第三身分とは何か』を著して身分制を

批判し、大きな反響を呼んだ。

ウ フランス革命中、フランス西部で反革命の農民反乱であるフロンドの

乱がおこった。

エ テルミドール9日のクーデタによって総裁政府が打倒され、フランス

革命の終結が宣言された。

設問6 下線部⑸の原因となった戦いと、その位置を示す次の地図中のａまたは

ｂとの組み合わせとして、正しいものを以下の中から選びなさい。

ｂ

ａ

ア ワーテルローの戦い－ａ

イ ワーテルローの戦い－ｂ

ウ ライプツィヒの戦い（諸国民戦争）－ａ

エ ライプツィヒの戦い（諸国民戦争）－ｂ
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設問7 下線部⑹に関する記述として、正しいものを以下の中から選びなさい。

ア フランス外相のティエールは、革命前の王朝と体制を正統とする正統

主義を主張した。

イ ドイツでは、35君主国と4自由市で構成される北ドイツ連邦が成立し

た。

ウ ロシアのアレクサンドル1世は、神聖同盟を提唱した。

エ イギリスには、キプロス島の占領と行政権が認められた。

設問8 下線部⑺に関連して、ナポレオン支配に対抗するスペイン市民の抵抗を

「1808年5月3日」で描いたスペインの画家として、正しいものを以下の

中から選びなさい。

ア ゴヤ イ ドラクロワ

ウ ベラスケス エ ピカソ
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地理歴史（世界史）解答用紙 １日［＊］
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